
 
 

東京工業高等専門学校学業成績の評価及び学年課程修了認定等に関する内規 

 

制    定  平成 ６ 年 ４ 月 １日 

最終改正 令和 ４ 年 １ 月 ６日 

第１章 総則 

第１条 東京工業高等専門学校における学業成績の評価（以下「評価」という。）、学年課程修了の認定（以下「修了

認定」という。）及び卒業の認定等については、特別の定めによるもののほか、この内規の定めるところによる。 

第２章 学業成績の評価 

第２条 評価に当たっては、平素の学習、定期試験及び出席状況等を総合的に考慮する。 

２ 成績は１００点法により採点し、評価はＳ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄの５段階とし、成績評語は評価に応じて次表のとお

りとする。ただし、卒業研究にあっては「合」又は「否」を、インターンシップにあっては「修了」又は「未修」

を判定する。 

評価 標語 区分 評価点 

Ｓ 
優 

特に優れている １００点 ～ ９５点 

Ａ 優れている ０９４点 ～ ８０点 

Ｂ 良 普通である ０７９点 ～ ７０点 

Ｃ 可 やや劣る ０６９点 ～ ６０点 

Ｄ 不可 劣る ０５９点 ～ ００点 

３ 原則として１／３を超える欠課時数がある場合はＤ評価とする。 

４ 評価がＳ・Ａ・Ｂ・Ｃの科目及び「合格」とされた卒業研究並びに「修了」と判定されたインターンシップに

は、単位の修得を認める。 

第２条の２ 評価は、各科目担当教員が行う。ただし、卒業研究及びインターンシップの判定については、学科長が

代表して行う。 

第２条の３  評価は第１学年から第３学年までは前期中間、前期末、後期中間及び学年末にそれぞれ行い、第４学

年及び第５学年については、原則として前期末及び学年末にそれぞれ行う。 

２ 前期末及び学年末の評価をそれぞれ前期及び学年の評価とする。ただし、前期のみで履修する科目にあっては、

前期末の評価を学年の評価とする。 

３ 追試験による評価は、期末試験の評価に準じて、所定の期間に行う。 

４ 成績が一定の基準に達しない者に対し再試験等を行うことができる。 

５ 再試験等は所定の期間に行う。ただし、再試験等を受験する資格は、当該定期試験において原則４０％以上の理

解力があった者とする。なお、再試験等による再評価はＣを上限とする。 

第３章 学年課程修了の認定 

第３条 修了認定は校長が必要と判断した時における運営会議（学年課程修了認定）の議を経て、校長が行う。 

２ 修了認定は当該年度において、次に掲げる各号のいずれにも該当しない者で、かつ別に定める学年課程等修了の

認定基準を満たしている者に対して行う。 

（１）特別活動への参加状況が特に悪い者 

（２）その他審議を必要と認められる者 

３ 前項各号のいずれかに該当する者に対しては、審議の上、修了認定の可否を決定する。 

第４章 進級 

第４条 修了認定をされた者は、特別の場合を除き、次学年へ進級する。 

第５章 原級留置 

第５条 修了認定をされなかった者は原級留置とし、その属する学年と同様に扱う。 

第５条の２ 原級留置者の既修得単位の取扱い及び再履修については別に定める。 

 

 

 



 
第６章 卒業 

第６条 別に定める学年課程修了等の認定基準の卒業認定基準に従い、運営会議（卒業判定）において修了認定をさ

れた者に対して、高等専門学校設置基準に基づき、校長が卒業を認定し、卒業証書を授与する。 

 

附 則 

１ この内規は、平成６年４月１日から施行する。 

２ 原級留置となった者は、その属する学年の学生と同様に扱う。 

附 則 

１ この内規は、平成１１年４月１日から施行する。 

２ 原級留置となった者は、その属する学年の学生と同様に扱う。 

附 則 

１ この内規は、平成１７年４月１日から施行する。 

２ 原級留置となった者は、その属する学年の学生と同様に扱う。 

附 則 

この内規は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則 

この内規は、平成２０年４月１日から施行する。 

附 則 

この内規は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

この内規は、平成２８年１月７日から施行する。 

附 則 

この内規は、平成３０年６月２０日から施行する。 

附 則 

この内規は、令和４年１月６日から施行する。 

 

 

 

 


